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ショックアブソーバリニアオリフィスタイプ

KSHJ シリーズ
CS-KSHCシリーズ（クリーン仕様）
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小さい衝撃値 

ピストンがストロークするとオリフィ
スは下図の様に形状変化します。
●部分がオリフィス形状。 衝撃値と衝撃吸収特性

■リニアオリフィスタイプショックアブソーバと普通のショックアブソーバは
どう違うの？
ショックアブソーバは､オリフィス部を油が通過する際の粘性抵抗で、衝撃を
吸収します。
右図のような､シングルオリフィスタイプのショックアブソーバでは､ピストンロッ
ドがストロークしてもオリフィス面積が変わりません。このため、衝撃値はストロ
ークの前半に集中してしまいます。
マルチオリフィスタイプは、オリフィスを段階的に絞ることにより、始め柔らかく、
徐々にしっかりと抵抗を持たせるタイプですが､オリフィス穴を通過する際に衝撃
値が変化するため、スムーズな動作にはなりません。
それに対し当社独自のリニアオリフィスタイプは、無段階でオリフィスを絞り込む
ので、スムーズな衝撃吸収が行えます。
車の急ブレーキに例えると､シングルオリフィスは、最初に強く踏んでタイヤロッ
クしてしまった状態です。マルチオリフィスは、ポンピングブレーキを行い､乗員に
もブレーキの強弱が伝わってくる状態です。
それらに対し､リニアオリフィスは､ABS（アンチロックブレーキシステム）が作動
し、乗員には小さな一定の衝撃しか伝わらない状態です。

構造上リニアオリフィスは本体壁面とピストン間のすき間が、オリフィスとなります。一箇所のオリフ
ィスに負荷や流体が集中せず、さらにオリフィス部分が強固なため、長寿命です。

マルチオリフィス 

シングルオリフィス 

リニアオリフィス  

（　はオリフィス部分）

■長寿命



●0.1μm以上パーティクル換算でクリーン度クラス100の実力。（弊社基準）
1回作動あたり平均発塵量3個以下。

●発塵したパーテクルの飛散を防ぐパーテクルポケッ
ト採用。（特許出願中）

●作動油はシリコンオイル以外の特殊合成オイルを
使用していますので、シリコンフリーの条件下にも
対応します。
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クリーン仕様ショックアブソーバ　CS-KSHCシリーズ

■ハイタクト対応

■自己調整機能

世界初のクリーン仕様ショックアブソーバCS-KSHCシリーズは､唯一クリーンルーム内での使用
を意識したショックアブソーバです。
CS-KSHCシリーズは、リニアオリフィス構造により衝撃値を極限まで減らし発塵そのものを減らし
ました。そして発生した発塵物の飛散を防ぐため、パーティクルポケットを採用しています。さらに特殊
な合成オイルを使用することにより、更なる低発塵とスムーズな作動を実現しています。

リニアオリフィス構造のため、衝撃値を低く抑えること
で、装置の振動や騒音を低減させ、静停時間を短縮し
ます。またフルストロークする作動時間を短くしたため、早
く次工程へ進むことができるので、トータル的にハイタク
トにつなながります。

シングルオリフィスやマルチオリフィスでは、吸収能力の大き過ぎるアブソーバを選定した場合、衝撃値
が大きくなる傾向があります。リニアオリフィスショックアブソーバは､最初の当たりが柔らかく、アブソーバ
に対し負荷が軽い場合でも、衝撃値を低く抑えることができます。これもリニアオリフィス構造の大きな特
長の一つです。

シリコンオイルを嫌う工程
・ハードディスク製造
・半導体前工程
・塗装工程
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